
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、「
有

料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
」
と
、「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条

第
二
項
第
四
号
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書

（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、「
有
料
職
業
紹
介
事

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と

あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二

条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」と
、

「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項

第
四
号
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式

第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

２

（
略
）

２

（
略
）

業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹

介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、同
条
第
三
項
中「
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
」
と
、「
届
出
（
次
項
に
掲
げ
る
届
出
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職

業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料

の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」

と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹

介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許

可
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
条
第

二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」と
、「
有

料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業

紹
介
事
業
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
第
三
十
二

条
の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」と
、

「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）」と

あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）」と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一

項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事

業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、
同
条
第
二
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許

可
証
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の

十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
同
条
第
四
項

中
「
手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
あ
る

の
は
「
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
四
条
の
六
中
「
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、「
求
人

求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
、第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
中「
第

三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六

第
一
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）」と
あ
る
の
は「
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書（
様

式
第
八
号
）」と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情

報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、第
二
十
三
条
第
三
項
中「
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
有

料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、「
有
料
の
職
業
紹
介

事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」と
、

第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出

書
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」と
あ
る
の
は「
無

料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る

の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条
第
五
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業

紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
六
項

中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の

七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
、「
有
料
許
可
証
」
と
あ

る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業

紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）」と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹

介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届

出
書
（
様
式
第
六
号
）」と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
中
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」と
、

第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の

十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
二
十
四
条

の
五
第
四
項
中
「
手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規

程
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
四
条
の
六
中
「
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項

中
「
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」

と
、「
求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第

二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

二
条
の
十
六
第
一
項
」
と
、「
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）」と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事

業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）」と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
中
「
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ

て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
五
項

中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条

の
十
六
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 
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